
 

下痢が続くときの 

 

①まずは水分の補給をして、脱水に注意！！ 

☆冷たいものを避け、なるべく体温に近い温度に 

して飲みましょう。（OS-1 などの体液に近い

ドリンクがおすすめです。少量ずつ何回にも分

けるといいですよ。） 

②消化吸収の良いものを、少しずつ！ 

 ☆油物、繊維の多い野菜は控えめにし、野菜はよ

く煮た軟らかいもの、肉類は脂質の少ないもの

がいいです。 

 

 

③消化管（胃や腸など）に負担をかけない！ 

 ☆1回の食事量は少なめにし、回数を増やしまし

ょう。 

④ゆっくりよく噛む！ 

 

⑤腸を刺激する飲み物は避ける！ 

嘔吐が続くときの

 

①吐いた直後は何も与えない！ 

1～2時間ほど絶飲食し、様子を見ましょう。 

②吐き気が落ち着いたら、少量の水分をこまめに！ 

 飲み始めはスプーン１杯程度のごく少量から開始、

５～１５分程あけて少しずつ増量していく。 

③飲んでも吐かなくなったら、消化に良いものを！ 

 少量のおかゆ・うどん・野菜スープなどをこまめに 

摂りましょう。 

 

○脱水の予防：十分な水分補給 

 吐き気の強い時は、一回に 20～50cc程度 

（おちょこ 1杯程度）を繰り返し与える。 

○水分の種類 

・アクアライト（乳幼児専用のイオン飲料） 

・OS-1（アップル風味が飲みやすいです）・白湯 

・薄めのお茶 ・薄めた大人用のイオン飲料 など 

 ※柑橘系は嘔吐の引き金になるので避けましょう。 

 

         

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

げんき！！ 

すくすく通信 

節分が終わり、暦では立春を迎えましたが、まだまだ寒い日が続いています。空気が乾燥 

しやすいこの時期は感染症のウイルスが元気になります。新型コロナウイルス感染症対策で手洗いや

マスクの着用が徹底され、感染予防が身についてきていても、県内のインフルエンザによる学級閉鎖

のニュース、感染性胃腸炎の流行など、気の抜けない状況がみられます。 

こ～んにちはー！ 

くるみ保育室です 

★今回は、下痢・嘔吐を引き起こす感染症のホームケア についてお知らせしたいと思います！！ 

Ｒ５．２月号 

Q下痢になるのは、なぜ？  

A・感染症による腸の炎症 

・一時的な飲み過ぎ、食べ過ぎ 

・おなかの冷え 

・薬の服用によるもの 

・離乳食の内容で便がゆるくなる          

「下痢の時は、どんなものを食べさせたらいいの？」

「食欲はあるのに、食べたらすぐ吐いてしまう…。」   

 

Q嘔吐するのは、なぜ？  

A・急性胃腸炎などの感染症によるもの  

・何らかの病気が原因で胃や腸のどこかが詰まる 

・髄膜炎や脳炎 

・脳症の可能性がある  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近、胃腸炎のお子さんから保護者の方が感染したという

話をよく耳にします。お子さんの下痢・嘔吐の処理は家庭内

でも①手袋・マスクの着用をする、②汚れた衣服は別で洗濯

する、③手洗い・うがい・換気をするなど、注意が必要です

ね。また、予防接種をしたから大丈夫と安心せず、丁寧な手

洗いを励行し、なるべく人混みを避けて感染のリスクを減ら

すこと、バランスのよい食事、十分な睡眠、適度な運動を心

がけ、元気に過ごせるようにしましょう。くるみ保育室でも

職員の手洗い、マスクの着用を徹底し、子どもも保護者も安

心して預けられる場所にしていきたいと思います。 

 

 

 

Q１、インフルエンザと普通のかぜはどう違うの？ 

 

 

 

Q２、インフルエンザの症状は？ 

 

 

 

 

 

 

Q３、インフルエンザの診断はどのように行うの？ 

 

 

 

Q４、インフルエンザの検査はいつ行うのが良いですか？ 

 

 

 

Q５、家庭で気を付けることは？ 

 

Ａ、 インフルエンザも普通のかぜもウイルスによって引き起こされる 

感染症ですが、インフルエンザは感染力が強く、症状も重いことから区別されます。 

Ａ、  ＜熱＞ 寒気と高熱、 3～5日 

    ＜苦＞ 全身のだるさ、食欲がない 

    ＜痛＞ 頭痛、手足の筋肉痛、腰の痛み 

    ＜腹＞ おなかが痛い、吐く、下痢 

    ＜咳＞ のどの痛み、鼻水、咳 

Ａ、  インフルエンザかどうか外来で迅速診断することができます。 

診断キットで検査します。結果が出るまで 10分～15分くらいです。 

 

Ａ、  治療との関連から、発症後 48 時間以内のインフルエンザ増殖時期に検査することが望

まれます。早期に治療薬を飲み始めれば症状を軽く済ませることができます。 

 

Ａ、  ① 休む：家で寝ているのが一番大切です。外出を控えましょう。 

    ② 保温：寒くない程度の暖房、暑すぎない程度の調節をしましょう。 

    ③ 食事：のど越しの良い物、消化の良いもの。水分（脱水症状を起こさない為に）を 

十分に摂るようにしましょう。経口補水液も市販されていますので、脱水への

対処法はかかりつけの医師と相談しましょう。 

    ④ 入浴：疲れさせないように気を付けてください。お風呂でさっぱりさせるのは構いま

せんが、体調が回復した頃にしましょう。 

 

【Ｒ４．１１月～１月までの利用状況】 

合計  ８８ 名 （延べ人数） 

 

主な病気… 感冒、急性上気道炎、 

ウイルス性気管支炎、RSウイルス、 

感染性胃腸炎、アレルギー性喘息、 

アレルギー性鼻炎、風邪症候群など。 

☆１１月～1 月は感冒や上気道炎、ウイル

ス性気管支炎、感染性胃腸炎などで利用す

る方が多いようでした。 

 

 ママ～‼手（足）がイタイ… 

 

 

食べたくない、気持ち悪い… 

  

注  元気がない、何度も吐く、咳で夜眠れないなど、いつもと違うと思ったときは、早目に受診しましょう。

けいれんを起こしたら、至急病院へ行きましょう 


